
　
私
た
ち
が
暮
ら
す
舞
鶴
市
に

は
、
赤
れ
ん
が
倉
庫
な
ど
、
海

軍
の
拠
点
「
鎮
守
府
」
が
置
か

れ
た
当
時
の
面
影
が
今
も
残
っ

て
い
ま
す
。

　
舞
鶴
は
、
同
じ
く
海
軍
の
ま

ち
と
し
て
歩
ん
だ
横
須
賀
・
呉
・

佐
世
保
と
と
も
に
「
旧
軍
港
四

市
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
４
市
が
歩
ん
だ
歴
史
は
平
成

28
年
度
に
「
日
本
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
、
今
年
10
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
日
本
遺
産
「
鎮
守

府
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
認
定
後

に
４
市
が
連
携
し
て
進
め
て
き

た
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

<
歴
史
文
化
ま
ち
づ
く
り
課
、
商

工
・
観
光
振
興
課
>

日
本
遺
産
と
は

　
平
成
27
年
度
に
始
ま
っ
た
文

化
庁
の
制
度
で
、
最
大
の
特
徴

は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
文
化
財
を

個
別
に
認
め
る
の
で
は
な
く
、

地
域
に
点
在
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
歴
史
や
文
化
を
一
つ
の
「
ス

ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
、
ま
と
め

て
認
定
す
る
点
で
す
。

　
古
い
街
並
み
や
伝
統
芸
能
、

　
明
治
35
年
〜
大
正
７
年
に
建

て
ら
れ
た
軍
需
品
な
ど
の
保
管

庫
。
現
在
は
博
物
館
や
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

無
人
島「
蛇
島
」に
大
正
11
年

に
建
て
ら
れ
た
海
軍
の
燃
料

庫
。れ
ん
が
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
ト
ン
ネ
ル
が
残
っ
て
い
る
。

日
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遺
産
認
定

日
本
遺
産
認
定

日
本
遺
産
認
定

日
本
遺
産
認
定

〜
日
本
近
代
化
の
躍
動
を
体
感
で
き
る
ま
ち
・
舞
鶴
〜

旧軍港引込線北吸隧道
ず い ど う

舞鶴旧鎮守府倉庫施設

旧舞鶴鎮守府司令長官官舎 旧北吸浄水場配水池

舞鶴鎮守府島嶼施設 旧国鉄小浜線松尾寺停車場
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日
本
遺
産
認
定

日
本
遺
産
認
定

〜
日
本
近
代
化
の
躍
動
を
体
感
で
き
る
ま
ち
・
舞
鶴
〜

〜
日
本
近
代
化
の
躍
動
を
体
感
で
き
る
ま
ち
・
舞
鶴
〜 周年

食
文
化
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
を
一
つ
の
物
語
と
し
て
紡

い
で
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域

を
活
性
化
し
、
ま
ち
の
誇
り
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
複
数
の
自
治
体
が
協

力
し
て
共
通
の
テ
ー
マ
を
掲
げ

る
「
シ
リ
ア
ル
型
(
地
域
連
携

型
)」
と
い
う
認
定
方
法
が
あ

り
、
旧
軍
港
四
市
も
こ
の
形
で

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
鎮
守
府
」
の
ス
ト
ー
リ
ー

旧
軍
港
四
市
は
「
鎮
守
府

横

須
賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴

〜

日
本
近
代
化
の
躍
動
を
体
感
で

き
る
ま
ち
〜
」
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
で
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
明
治
時
代
の
日
本
は
、
国
の

守
り
を
固
め
る
た
め
、
山
に
囲

ま
れ
、
波
が
穏
や
か
で
大
型

船
が
出
入
り
で
き
る
４
つ
の
港

に
、
海
軍
の
拠
点
「
鎮
守
府
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
当
時
の
最
先
端
の
造
船
や

土
木
、
建
築
の
技
術
が
集
ま
り
、

港
湾
施
設
の
他
、
水
道
・
鉄
道

な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
が
急

速
に
進
み
ま
す
。

　
こ
う
し
て
４
市
は
、
日
本
の

近
代
化
と
と
も
に
発
展
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。

　
今
も
な
お
、
赤
れ
ん
が
倉
庫

や
港
の
風
景
か
ら
は
、
色
あ
せ

な
い
日
本
近
代
化
の
躍
動
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
後
の
４
市
の
歩
み

　
海
軍
の
ま
ち
と
し
て
歴
史
を

共
に
し
て
き
た
４
市
は
、
認
定

後
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
10
年
間
、
自
治
体

の
枠
を
越
え
て
、
ガ
イ
ド
の
育

成
や
市
民
交
流
、
民
間
企
業
や

大
学
・
高
専
と
協
力
し
た
特
産

品
開
発
・
学
術
研
究
な
ど
を
着

実
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
継
続
的
な
活
動
が

評
価
さ
れ
、
令
和
７
年
度
に
手

厚
い
支
援
を
受
け
ら
れ
る
「
重

点
支
援
地
域
」
に
も
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
も
先
人
か
ら
受
け
継
い

だ
歴
史
遺
産
を
次
世
代
へ
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、
貴
重
な
地
域

資
源
と
し
て
の
保
存
と
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　鎮守府は、遠く離れた地域の究極のシリアル型日本遺産です。その優れた活
動が高く評価され、令和7年度に文化庁から重点支援地域に認定されました。
　地域のガイドが他地域の活動を学び研修するガイド交流、4地域の大学・高
専など理系の研究者が毎年研究成果を発表する学術交流会 、4港で活動する
湾内クルーズ会社が、相互の事業連携をする「クルーズサミット」などは、まさに
シリアル型日本遺産の先駆的な取り組みです。今後とも、さらなる事業自立を
目指した活動を期待します。

文化庁日本遺産審査・評価委員　丁野朗さん
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(
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市
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(
佐
世
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市
)

日
本
遺
産
鎮
守
府︵
舞
鶴
︶の

日
本
遺
産
鎮
守
府︵
舞
鶴
︶の

主
な
6
つ
の
構
成
文
化
財

　
明
治
34
年
に
建
て
ら
れ
た
水

道
施
設
。
よ
ど
み
な
く
水
を
循

環
・
貯
蔵
す
る
高
さ
５
.６
m
の

れ
ん
が
の
壁
が
あ
る
。

　
大
正
11
年
の
鉄
道
開
通
に
合

わ
せ
て
建
て
ら
れ
た
駅
舎
。
開

業
当
時
の
姿
が
今
も
残
り
、
国

登
録
有
形
文
化
財
で
も
あ
る
。

　
明
治
34
年
に
建
て
ら
れ
た
和

洋
折
衷
の
木
造
建
築
。
現
在
も

海
上
自
衛
隊
の
会
議
所
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。

せ
っ
ち
ゅ
う

と う し ょ

　
明
治
37
年
に
軍
港
と
駅
を
つ

な
ぐ
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
造
ら
れ

た
。現
在
は
自
転
車
・
歩
行
者
道

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
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